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商品市況展望  

平成 25 年 9 月 29 日記 

 

 9 月相場は残り 1 日を残すのみで、来週からは 10 月相場のスタートである。今年も残すとこ

ろ 3 ヶ月となったわけだが、昨年の 10 月は民主党・野田政権の末期。解散を宣言した途端に株

価は上昇を開始して、今や当時の 2 倍である。 

 だが一方で金価格は、今や 5,000 円台などは夢のまた夢という感じで、資金の流れは間違いな資金の流れは間違いな資金の流れは間違いな資金の流れは間違いな

く商品市場から株式市場へと流入していると思われるく商品市場から株式市場へと流入していると思われるく商品市場から株式市場へと流入していると思われるく商品市場から株式市場へと流入していると思われる。 

 

 そんな中、市場では中東情勢のリスクは低下しつつある。シリアに対する空爆の可能性は一段

と少なくなり、また米ケリー国務長官は 1979 年のイラン革命以来初めて、イランのザリフ外相

と会談を行った。どのような話し合いがあったのかは知る由もないし、中東がいきなり平和にな

ったわけでもないが、画期的といえば画期的な事であろう。 

 

 10101010 月相場の一番の懸念は、米財政問題である月相場の一番の懸念は、米財政問題である月相場の一番の懸念は、米財政問題である月相場の一番の懸念は、米財政問題である。オバマ大統領＝民主党と共和党の間のミゾは

埋まらず、現状では全く妥協点が見い出せていないようだ。国内は消費税アップが 1 日に発表

されるだろうから、またそぞろマスコミは日米双方の危機をあおる事になるのかもしれない。 

 ただし当方は、これらの材料には楽観的だただし当方は、これらの材料には楽観的だただし当方は、これらの材料には楽観的だただし当方は、これらの材料には楽観的だ。タイムスケジュールで初めから分かっている問

題であり、かなりの部分を織り込んでしまっていると見ているからだ。 

 

 相場が大きく動くときは、『何かに期待した時、何かが失望に変わった時何かに期待した時、何かが失望に変わった時何かに期待した時、何かが失望に変わった時何かに期待した時、何かが失望に変わった時』と決まっている。

良い材料も悪い材料も『出たら終い出たら終い出たら終い出たら終い』であり、予期できるような事ならブラックマンデーのよう

な事は起こらないものだ。 

 怖い、怖いと慎重なうちには相場は天井を打たず、誰もが強気の楽観論を言い始めると暴落す

る。普通の主婦が『金って怖いんでしょ！株って怖いんでしょ！』と言っているうちは高いが、

『いつ買えば良い？何を買えば良い？』なんて言い始めると、大概はもう終わっているという事

だ。 

 当方は組織営業 13 年、歩合外務員 18 年と都合 30 年以上、ずっと個人投資家相手に仕事をし

て来たわけで、そういう事だけは良くわかる。 
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〔貴金属〕〔貴金属〕〔貴金属〕〔貴金属〕    

〇東京金日足 

…削除済み… 

今週の金の値動き 

  10 月限（当限） 前日比 8 月限（先限） 前日比 

9 月 24 日 \4,223 -135 \4,219 -138 

9 月 25 日 \4,225 2 \4,226 7 

9 月 26 日 \4,244 19 \4,242 16 

9 月 27 日 \4,213 -31 \4,213 -29 

金相場は、金相場は、金相場は、金相場は、先週号においては『まさかの FOMC での緩和縮小見送りでの乱高下であるが、ポイ

ントは 1300 ドルを維持するかどうかであろう。割れたら金の買い目はなくなるし、割れないの

ならばまた大きな戻りがあるのだろうと見る』とコメントした。 

今週の相場展開は、すでに連休前の夜間取引から大きく下がっていたので半分は分かっていた

事ではあるが、連休明けに急落。4,1524,1524,1524,152 円（円（円（円（9/259/259/259/25））））まで値を消したが、18 日の安値 4,131 円は割

り込まずに 4,200 円台での週末となった。 

 

｢大きな流れでは戻り売り大きな流れでは戻り売り大きな流れでは戻り売り大きな流れでは戻り売り｣という事は、ずっとコメントしている事。だが現在のチャートは、

6 月からの反騰相場の中でギリギリ上昇トレンドを維持している状態だ。NY 金もまだ 1300 ドル

は割れておらず、東京もこの辺から切り返せれば 2 番底であろう。 

結論から先に言えば、4,403 円（9/20）を抜ける事が出来たら W 底。4,132 円を割り込むよう

なら売りの相場と考えている。 

 

なお一代の動きは以下のとおり。 

東京金一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 10 月 \4,404 

10 月 29

日 

\5,077 2 月 7 日 \3,761 6 月 28 日 \4,213 

2013 年 12 月 \4,519 

12 月 25

日 

\5,081 2 月 7 日 \3,745 6 月 28 日 \4,212 

2014 年 2 月 \4,759 2 月 26 日 \4,979 3 月 21 日 \3,751 6 月 28 日 \4,219 

2014 年 4 月 \4,585 4 月 25 日 \4,760 5 月 10 日 \3,749 6 月 28 日 \4,213 

2014 年 6 月 \4,031 6 月 26 日 \4,531 9 月 4 日 \3,750 6 月 28 日 \4,211 

2014 年 8 月 \4,424 8 月 28 日 \4,532 9 月 4 日 \4,131 9 月 18 日 \4,213 

 

〇NY 金日足 

…削除済み… 

9/9/9/9/27272727 のののの NYNYNYNY 市場では、前日比市場では、前日比市場では、前日比市場では、前日比 15.115.115.115.1 ドルドルドルドル高高高高のののの 1339.21339.21339.21339.2 ドルでの終了ドルでの終了ドルでの終了ドルでの終了。上げた材料は、シカゴ地区

連銀総裁の｢10 月に金融緩和縮小が行われなくても意外ではない｣との発言を受けたもの。 

もっとも地区連銀はニューヨーク、シカゴなど 12 の連銀があり、それぞれの総裁が自分なり

の考えがあるわけなので、あっちはこう言った、こっちはこう言ったとなるのは当たり前だ。相

場は 1300 ドルを割れないので、こうして戻るという事なのだろう。 
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CFTCCFTCCFTCCFTC 発表の発表の発表の発表の 9/9/9/9/24242424 現在の現在の現在の現在のファンドのファンドのファンドのファンドのポジションポジションポジションポジションは…中略…  

 

またまたまたまた 9/9/9/9/27272727 現在での現在での現在での現在での ETFETFETFETF 残高は、残高は、残高は、残高は、…中略…  

 

ゴールドマン・サックスは、ゴールドマン・サックスは、ゴールドマン・サックスは、ゴールドマン・サックスは、来年来年来年来年の金相場見通しの金相場見通しの金相場見通しの金相場見通しをををを 1111050050050050 ドルドルドルドルとしているわけだがとしているわけだがとしているわけだがとしているわけだが、これを為

替 100 円として計算すると国内価格が 3,3753,3753,3753,375 円円円円となる事は、先週指摘済み。 

いずれはここまでなるのだろうと思っているが、最近はシティグループも年末までにシティグループも年末までにシティグループも年末までにシティグループも年末までに 1250125012501250 ドドドド

ルまで下がるルまで下がるルまで下がるルまで下がるとか、モルガンスタンレーもモルガンスタンレーもモルガンスタンレーもモルガンスタンレーも 1200120012001200 ドルドルドルドルだとか軒並み弱気の相場観を出しており、

総弱気の中で簡単に下がってしまっては、ちょっと相場としては面白くない。だからこそ、目先

は一発どんと上がった方が面白いのではないかと思っているわけだ。 

 

結論として当方の相場観は、金相場は歴史的な天井をすでに打ち、大勢では下落トレンドにな

っている事は間違いないだろう。しかしこのところは、弱気を唱える向きが普通となってきてい

るため、一時的には逆の目が出る事を期待している。 
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〇東京プラチナ日足 

…削除済み… 

今週のプラチナの値動き 

  10 月限（当限） 前日比 8 月限（先限） 前日比 

9 月 24 日 \4,565 -117 \4,576 -125 

9 月 25 日 \4,583 18 \4,597 21 

9 月 26 日 \4,568 -15 \4,580 -17 

9 月 27 日 \4,503 -65 \4,520 -60 

プラチナ相場は、プラチナ相場は、プラチナ相場は、プラチナ相場は、先週号においては『ピタリ半値押しの 4,540 円で止まった相場であるが、こ

の後にこれを割り込むか、それとも維持するかで相場は 180 度変わると思われる。ここからが勝

負時であろう』とコメントした。 

今週の相場展開は、連休前の夜間取引ですでに急落していたため連休明けの相場は織り込み済

みだったが、週末もまた下落して 4,4874,4874,4874,487 円（円（円（円（9/29/29/29/27777）までの安値を記録）までの安値を記録）までの安値を記録）までの安値を記録。そこからは 4,500 円台

には戻っているが、ポイントとしていたポイントとしていたポイントとしていたポイントとしていた 4,5404,5404,5404,540 円は完全に割り込む格好となった円は完全に割り込む格好となった円は完全に割り込む格好となった円は完全に割り込む格好となった。 

 

直近の動きをもう一度振り返ると、4,9564,9564,9564,956 円（円（円（円（9/49/49/49/4））））→→→→4,4,4,4,540540540540 円（円（円（円（9/189/189/189/18）までの下落幅は）までの下落幅は）までの下落幅は）までの下落幅は 416416416416

円円円円、そこから、そこから、そこから、そこから 4,7624,7624,7624,762 円（円（円（円（9/209/209/209/20）まで）まで）まで）まで 222222222222 円戻し、円戻し、円戻し、円戻し、4,4874,4874,4874,487 円（円（円（円（9/279/279/279/27）まで）まで）まで）まで 275275275275 円下げたわけである円下げたわけである円下げたわけである円下げたわけである。 

チャート分析では、このパターンだと 4,762 円から再び 400 円以上下げ、4,3004,3004,3004,300 円どころまで円どころまで円どころまで円どころまで

下落するのが普通であろう下落するのが普通であろう下落するのが普通であろう下落するのが普通であろう。下値支持線は 4,447 円、4,274 円、4,125 円とあるが、この真ん中

の価格辺りが当面の目標値か。 

 

この相場に関しては、元々元々元々元々5,0005,0005,0005,000 円は大きな壁であ円は大きな壁であ円は大きな壁であ円は大きな壁であるるるるとコメントしてきており、また下落も『半半半半

値押し値押し値押し値押し 4,5404,5404,5404,540 円どころは許容範囲内円どころは許容範囲内円どころは許容範囲内円どころは許容範囲内である』が、割れたらダメと言って来たわけだ割れたらダメと言って来たわけだ割れたらダメと言って来たわけだ割れたらダメと言って来たわけだ。となればとなればとなればとなれば

やはり、戻り売りの相場と考えざるを得まいやはり、戻り売りの相場と考えざるを得まいやはり、戻り売りの相場と考えざるを得まいやはり、戻り売りの相場と考えざるを得まい。 

 

なお一代の動きは以下のとおり。 

東京プラチナ一代の動

き 

      

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 10 月 \3,998 

10 月 29

日 

\5,288 2 月 8 日 \3,933 

10 月 30

日 

\4,503 

2013 年 12 月 \4,249 

12 月 25

日 

\5,300 2 月 8 日 \4,122 6 月 27 日 \4,505 

2014 年 2 月 \4,831 2 月 26 日 \5,052 3 月 12 日 \4,125 6 月 27 日 \4,505 

2014 年 4 月 \4,622 4 月 25 日 \4,999 5 月 16 日 \4,109 6 月 27 日 \4,510 

2014 年 6 月 \4,284 6 月 26 日 \4,948 9 月 4 日 \4,125 6 月 27 日 \4,511 

2014 年 8 月 \4,810 8 月 28 日 \4,956 9 月 4 日 \\\\4,4874,4874,4874,487    9999 月月月月 27272727 日日日日    \4,520 

 

〇プラチナ－金価格差日足 

…削除済み… 

週末現在のサヤは、週末現在のサヤは、週末現在のサヤは、週末現在のサヤは、4,4,4,4,520520520520 円（プラチナ）－円（プラチナ）－円（プラチナ）－円（プラチナ）－4,4,4,4,213213213213 円（金）＝円（金）＝円（金）＝円（金）＝307307307307 円円円円。…中略…  

 

結論として当方の相場観は、重要なポイントを下にブレイクした事によって、相場は完全に戻

り売りへと変化しただろう。戻りはあっても 4,600 円台であろうとの判断である。 
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〔穀物〕〔穀物〕〔穀物〕〔穀物〕    

〇東京コーン日足 

…削除済み… 

今週のコーンの値動き 

  11 月限（当限） 前日比 9 月限（先限） 前日比 

9 月 24 日 \24,600 -450 \25,050 -220 

9 月 25 日 \24,180 -420 \24,830 -220 

9 月 26 日 \24,520 340 \25,090 260 

9 月 27 日 \24,360 -160 \25,010 -80 

まずはコーンから…まずはコーンから…まずはコーンから…まずはコーンから…    

先週号においては『全く買い目のある相場とは思えない。今後のハーベスト・プレッシャーで

新安値を更新しても驚かぬ。来年の天候相場までは、戻り売り一貫の相場であろう』とコメント

した。 

今週の相場展開は、24,80024,80024,80024,800 円（円（円（円（9/259/259/259/25）まで下落）まで下落）まで下落）まで下落と先物は再び一代安値の更新。 

 

相場は緩やかながら完全な下降トレンドを形成しており、この姿ではいずれ 23,990 円の安値

も再度付けに行くのは確実だろう。 

ともかく現在の米在庫は在庫率在庫率在庫率在庫率をををを 14.614.614.614.6％％％％で、で、で、で、昨年の昨年の昨年の昨年の 5.95.95.95.9％と比べれば段違いの％と比べれば段違いの％と比べれば段違いの％と比べれば段違いの緩和水準であ緩和水準であ緩和水準であ緩和水準であ

るるるる。国内でも全農などが｢とうもろこしの下落を反映し、配合飼料をとうもろこしの下落を反映し、配合飼料をとうもろこしの下落を反映し、配合飼料をとうもろこしの下落を反映し、配合飼料を 1111 年半ぶりに値下げ年半ぶりに値下げ年半ぶりに値下げ年半ぶりに値下げ｣とい

う情勢であり、買い目がある相場とは到底思えない状況である。 

 

一代の動きは以下のとおりである。 

東京コーン一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 11 月 \25,600 

10 月 16

日 

\28,910 5 月 30 日 \23,500 8 月 19 日 \24,360 

2014 年 1 月 \25,700 

12 月 17

日 

\28,600 6 月 3 日 \23,830 8 月 12 日 \24,400 

2014 年 3 月 \27,290 2 月 18 日 \28,750 6 月 3 日 \24,030 8 月 12 日 \25,110 

2014 年 5 月 \26,550 4 月 17 日 \28,970 6 月 3 日 \24,030 8 月 12 日 \24,740 

2014 年 7 月 \26,600 6 月 17 日 \28,410 6 月 21 日 \23,990 8 月 13 日 \25,020 

2014 年 9 月 \25,190 8 月 16 日 \26,600 8 月 27 日 \\\\24,80024,80024,80024,800    9999 月月月月 25252525 日日日日    \25,010 

 

〇シカゴコーン日足 

…削除済み… 

週末週末週末週末 9/9/9/9/22227777 ののののシカゴ市場はシカゴ市場はシカゴ市場はシカゴ市場は、、、、12121212 月限で前日比月限で前日比月限で前日比月限で前日比 2.752.752.752.75 セントセントセントセント安安安安のののの 454454454454.00.00.00.00 セントセントセントセント。週末の収穫進展

予想での下落である。 

    

CFTCCFTCCFTCCFTC 発表の発表の発表の発表の 9/9/9/9/24242424 現在の現在の現在の現在のファンドのファンドのファンドのファンドのポジションポジションポジションポジションは、…中略…  

  

結論として当方の相場観は、戻り売り一貫の相場展開に変化無しである。年内の買い目は全く

無い相場である、との見方である。 



 6 

〇東京大豆日足 

…削除済み… 

今週の大豆の値動き 

  10 月限（当限） 前日比 8 月限（先限） 前日比 

9 月 24 日 \54,710 -2190 \52,620 -560 

9 月 25 日 \56,700 1990 \52,970 150 

9 月 26 日 \57,000 300 \52,850 -120 

9 月 27 日 \56,900 -100 \52,790 -60 

続いて一般大豆です…続いて一般大豆です…続いて一般大豆です…続いて一般大豆です…    

先週号においては『だいぶ相場の頭が重くなってきているため、また調整局面入りとなったの

だろう。ただしコーン売り・大豆買いの作戦は理にかなっており、突っ込み場面は買い拾っても

良いだろう』とコメントした。 

今週の相場展開は、52,45052,45052,45052,450 円（円（円（円（9/249/249/249/24）まで下落）まで下落）まで下落）まで下落の後、横ばいでの推移である。 

 

コーンの在庫率が 14.6％もある中で、大豆は大豆は大豆は大豆は在庫率在庫率在庫率在庫率 4.84.84.84.8％％％％とととと昨年の昨年の昨年の昨年の 4.04.04.04.0％に接近する％に接近する％に接近する％に接近する需給逼迫需給逼迫需給逼迫需給逼迫

予測である予測である予測である予測である。シカゴのファンドは大豆買い・コーン売りのポジションを積み上げており、これシカゴのファンドは大豆買い・コーン売りのポジションを積み上げており、これシカゴのファンドは大豆買い・コーン売りのポジションを積み上げており、これシカゴのファンドは大豆買い・コーン売りのポジションを積み上げており、これ

はファンダメンタルズから見れば当然の判断だはファンダメンタルズから見れば当然の判断だはファンダメンタルズから見れば当然の判断だはファンダメンタルズから見れば当然の判断だ。 

それでも大豆が上がらないのは、過去の経験則から見た比価で大豆が割高過去の経験則から見た比価で大豆が割高過去の経験則から見た比価で大豆が割高過去の経験則から見た比価で大豆が割高だからである。現

在のシカゴは、…中略…  

 

なお一代の動きは以下のとおり。 

東京一般大豆一代の動き      

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 10 月 \47,220 10 月 16 日 \68,750 7 月 10 日 \46,920 

10 月 16

日 

\56,900 

2013 年 12 月 \50,680 12 月 17 日 \59,950 9 月 13 日 \48,450 1 月 9 日 \56,300 

2014 年 2 月 \53,000 2 月 18 日 \57,300 9 月 13 日 \48,960 8 月 8 日 \53,500 

2014 年 4 月 \50,910 4 月 17 日 \60,000 9 月 4 日 \49,850 5 月 2 日 \55,580 

2014 年 6 月 \51,760 6 月 17 日 \56,340 7 月 10 日 \49,130 8 月 8 日 \52,930 

2014 年 8 月 \52,600 8 月 16 日 \55,270 9 月 4 日 \51,800 8 月 21 日 \52,790 

 

〇シカゴ大豆日足 

…削除済み… 

 週末週末週末週末 9/9/9/9/27272727 のシカゴ市場は、のシカゴ市場は、のシカゴ市場は、のシカゴ市場は、11111111 月限では月限では月限では月限では 3.003.003.003.00 セントセントセントセント高高高高のののの 1313131319.7519.7519.7519.75 セントセントセントセント。中国向け輸出の好

調を受けて、反発している。 

この 13 ドル台という価格で、これが比価で割高と言われる所以だが、大豆は先の限月ほど安

い逆ザヤ状態であり、来年のものは 11 ドル台だ。コーンは逆に順ザヤであるため、それらの限

月で比価は開いていない。だから当方は、そんなには気にしていない。 

なおなおなおなお CFTCCFTCCFTCCFTC 発表の発表の発表の発表の 9/9/9/9/17171717 現在現在現在現在ののののファンドのファンドのファンドのファンドのポジションはポジションはポジションはポジションは、…中略…  

 

結論として当方の相場観は、急騰するほどの相場ではないと見るが、突っ込みは買いで良いだ

ろう。大豆買い・コーン売りが良しと見ているゆえに。 
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〔ゴム〕〔ゴム〕〔ゴム〕〔ゴム〕    

〇東京ゴム日足 

…削除済み… 

今週のゴムの値動き 

  9 月限（当限） 前日比 2 月限（先限） 前日比 

9 月 24 日 263.8 -2.7 276.4 -7.5 

  10 月限（先限） 前日比 3 月限（先限） 前日比 

9 月 25 日 260.9 -0.9 277.6   

9 月 26 日 261.1 0.2 277.7 0.1 

9 月 27 日 256.1 -5.0 270.2 -7.5 

先週号においては『290.3 円にストップロスを置いての売り方針である。産地のゴム供給に不

安は無いため、戻り天井は打っているとの判断である』とコメントした。 

今週の相場展開は、連休明けと週末の急落で 262626269999.9.9.9.9 円まで下落円まで下落円まで下落円まで下落。先物 2 本が一代安値の更新と

なった。 

 

売り方針はズバリの展開であり、既存の先物だった売り方針はズバリの展開であり、既存の先物だった売り方針はズバリの展開であり、既存の先物だった売り方針はズバリの展開であり、既存の先物だった 2222 月限は月限は月限は月限は 290.3290.3290.3290.3 円（円（円（円（9/99/99/99/9）→）→）→）→267.0267.0267.0267.0 円（円（円（円（9/279/279/279/27））））

までのまでのまでのまでの 24.324.324.324.3 円の下落中だ円の下落中だ円の下落中だ円の下落中だ。 

…中略…  

結論から先に言えば、天井を打った相場は底するまで下がる、である。 

 

 なお一代の動きは以下のとおり。 

東京ゴム一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 9 月 279.5 3 月 26 日 297.7 5 月 13 日 221.9  6 月 25 日 263.8263.8263.8263.8    

2013 年 10 月 253.7 4 月 24 日 299.0 5 月 13 日 222.3  6 月 25 日 256.1 

2013 年 11 月 267.7 5 月 28 日 279.0 9 月 9 日 223.9  6 月 25 日 257.5 

2013 年 12 月 231.0 6 月 25 日 282.5 9 月 9 日 225.5 6 月 25 日 260.5 

2014 年 1 月 257.0 7 月 26 日 287.1 9 月 9 日 238.7 7 月 31 日 264.0 

2014 年 2 月 278.8 8 月 27 日 290.3 9 月 9 日 267.0267.0267.0267.0    9999 月月月月 27272727 日日日日    267.4 

2014 年 3 月 277.9277.9277.9277.9    9999 月月月月 25252525 日日日日    278.5278.5278.5278.5    9999 月月月月 25252525 日日日日    269.9269.9269.9269.9    9999 月月月月 27272727 日日日日    270.2 

    

当先のサヤは当先のサヤは当先のサヤは当先のサヤは、10 月限 256.1 円～3 月限 270.2 円と 14.114.114.114.1 円円円円のののの逆逆逆逆ザヤザヤザヤザヤ。順ザヤ幅はそんなに変

わらない。 

週末週末週末週末現在の輸入採算価格は、現在の輸入採算価格は、現在の輸入採算価格は、現在の輸入採算価格は、…中略…  

国内営業倉庫在庫は国内営業倉庫在庫は国内営業倉庫在庫は国内営業倉庫在庫は、…中略…  

上海ゴム在庫上海ゴム在庫上海ゴム在庫上海ゴム在庫はははは、、、、…中略…  

上海ゴム価格は上海ゴム価格は上海ゴム価格は上海ゴム価格は、2 万元台でのもみ合い。何とか価格を維持しているように見える。 

 

 結論として当方の相場観は、売り方針への転換から 20 円超の下落となっている相場であり、

すでに天井を打ったとの判断である。まだ下げはこれからであろうと見ている。 
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〔〔〔〔原油・原油・原油・原油・石油製品〕石油製品〕石油製品〕石油製品〕    

〇NY 原油日足 

…削除済み… 

まずは原油から…まずは原油から…まずは原油から…まずは原油から…    

先週号においては『66,750 円で目先天井打ち、現在は調整局面入りとなっているのはほぼ確

実だろうが、積極的に売りで取れる相場とも思えない。しばし休憩で、次の展開を模索するのが

良いだろう』とコメントした。 

今週の相場展開は、NYNYNYNY 原油は原油は原油は原油は 102.20102.20102.20102.20 ドル（ドル（ドル（ドル（9/259/259/259/25）まで下落）まで下落）まで下落）まで下落。週末 9/27 は、前日比 0.16 ドル

安の 102.87102.87102.87102.87 ドルドルドルドルでの終了である。 

    

直近の高値 112.24112.24112.24112.24 ドル（ドル（ドル（ドル（8/288/288/288/28））））からはからはからはからは 10101010 ドルの下落中ドルの下落中ドルの下落中ドルの下落中の相場であるの相場であるの相場であるの相場である。米軍のシリア攻撃は

回避され、それでシリア国内が安全になったというわけでは全然ないが、とりあえずの中東問題中東問題中東問題中東問題

の沈静化で相場は下落の沈静化で相場は下落の沈静化で相場は下落の沈静化で相場は下落している。 

また冒頭でもコメントしたが、…中略…  

なお週末のロンドンブレントはロンドンブレントはロンドンブレントはロンドンブレントは 101010108888 ドル台、ドバイはドル台、ドバイはドル台、ドバイはドル台、ドバイは 101010105555 ドル台ドル台ドル台ドル台での終了であり、こちらも

軟化中だ。 

また 9/9/9/9/24242424 現在のファンドのポジションは現在のファンドのポジションは現在のファンドのポジションは現在のファンドのポジションは、…中略…  

 

〇東京原油日足 

…削除済み… 

今週の東京原油の動き 

  9 月限（当限） 前日比 2 月限（先限） 前日比 

9 月 24 日 \67,850 -300 \63,410 -550 

9 月 25 日 \67,840 -10 \63,490 80 

9 月 26 日 \67,660 -180 \63,120 -370 

9 月 27 日 \67,700 40 \63,280 160 

東京原油は、62,62,62,62,585858580000 円円円円（（（（9/9/9/9/26262626））））と安値の更新中と安値の更新中と安値の更新中と安値の更新中。FOMCFOMCFOMCFOMC 明け明け明け明けのののの急反発急反発急反発急反発は単なる一過性のものだ

ったわけで、下げトレンドの中に埋没している格好だ。 

ただしただしただしただしまだまだまだまだ一目均衡表の一目均衡表の一目均衡表の一目均衡表の雲の上での推移雲の上での推移雲の上での推移雲の上での推移であり、…中略…  

 

なお一代の動きは以下のとおり。 

東京原油一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 9 月 \62,370 4 月 1 日 \69,800 9 月 4 日 \57,370 4 月 18 日 \67,700 

2013 年 10 月 \59,500 5 月 1 日 \68,530 9 月 9 日 \57,510 5 月 2 日 \65,400 

2013 年 11 月 \60,370 6 月 3 日 \67,810 9 月 9 日 \58,040 6 月 14 日 \64,580 

2013 年 12 月 \60,580 7 月 1 日 \67,170 9 月 4 日 \60,000 8 月 9 日 \64,080 

2014 年 1 月 \62,420 8 月 1 日 \66,750 8 月 28 日 \59,720 8 月 9 日 \63,650 

2014 年 2 月 \63,890 9 月 2 日 \66,380 9 月 6 日 \\\\62,58062,58062,58062,580    9999 月月月月 26262626 日日日日    \63,280 

  

結論として当方の相場観は、中東情勢のリスク低下と米財政問題は弱材料。大暴落するかどうか

までの判断は付かないが、目先はまだ下がっても不思議ではない。戻り売り方針である。 
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〇東京ガソリン日足 

…削除済み… 

今週のガソリンの値動き 

  10 月限（当限） 前日比 3 月限（先限） 前日比 

9 月 24 日 \76,940 -840 \75,460 -860 

9 月 25 日 \76,700 -240 \75,760 300 

  11 月限（当限） 前日比 ４月限（先限） 前日比 

9 月 26 日 \76,380 -20 \76,130   

9 月 27 日 \76,490 110 \76,180 50 

続いてガソリンです…続いてガソリンです…続いてガソリンです…続いてガソリンです…    

先週号においては『W トップ形成からの調整局面入りしているのは確実だが、スポット価格か

らみれば割安な状態の先物をどこまで叩けるのかにも疑問だ。しばしの間は、休むも相場と静観

するのが正解であろう』とコメントした。 

今週の相場展開は、74,53074,53074,53074,530 円（円（円（円（9/29/29/29/25555）までの下落）までの下落）までの下落）までの下落があったものの、その後は 4 月限の発会で

76,000 円台へと戻した。 

 

原油の動向を見る限り、原油の動向を見る限り、原油の動向を見る限り、原油の動向を見る限り、78,00078,00078,00078,000 円台は当面の天井なのだろう円台は当面の天井なのだろう円台は当面の天井なのだろう円台は当面の天井なのだろう。しかしチャートはまだ一目均

衡表の雲の上での推移であり、調整局面は確実だが、トレンドとしてはまだ売り転換はしていな

い情勢だ。 

スポット価格はまだ 8 万円台を維持しており、…中略…  

 

なお一代の推移は、以下のとおり。 

東京ガソリン一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 10 月 \74,630 3 月 26 日 \80,410 9 月 9 日 \68,150 4 月 18 日 \\\\76,70076,70076,70076,700    

2013 年 11 月 \72,990 4 月 26 日 \79,060 9 月 6 日 \68,030 5 月 2 日 \76,490 

2013 年 12 月 \71,760 5 月 27 日 \77,880 9 月 6 日 \69,450 6 月 14 日 \75,600 

2014 年 1 月 \70,660 6 月 26 日 \77,500 8 月 28 日 \69,520 6 月 27 日 \74,890 

2014 年 2 月 \75,050 7 月 26 日 \77,660 8 月 28 日 \71,020 8 月 9 日 \74,440 

2014 年 3 月 \76,610 8 月 26 日 \78,870 8 月 28 日 \\\\74,53074,53074,53074,530    9999 月月月月 25252525 日日日日    \75,820 

2014 年 4 月 \\\\76,19076,19076,19076,190    9999 月月月月 26262626 日日日日    \\\\76,50076,50076,50076,500    9999 月月月月 27272727 日日日日    \\\\75,53075,53075,53075,530    9999 月月月月 26262626 日日日日    \76,180 

 

9/9/9/9/27272727 現在の現在の現在の現在の業者間転売価格は業者間転売価格は業者間転売価格は業者間転売価格は、、、、80,80,80,80,666600000000 円円円円（税抜き）とととと前週前週前週前週比比比比 100100100100 円安円安円安円安。スポット価格も 3 週

連続の下落だが、まだ 8 万円は維持している。先物市場は割安であり、あまり安いところを売る

とあごを刺されそうだ。 

 

9/9/9/9/21212121 現現現現在の在の在の在のガソリン在庫は、ガソリン在庫は、ガソリン在庫は、ガソリン在庫は、…中略…  

  

結論として当方の相場観は、78,000 円台は当面の天井であり、大きな上昇は無いだろう。よ

って戻り売りだが、スポット価格よりは割安であるため、突っ込みは利食い買い戻しを入れるの

がベターな作戦であると思われる。玉の無い向きば、休むも相場がもっとベターか。 
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〇東京灯油日足 

…削除済み… 

今週の灯油の値動き 

  10 月限（当限） 前日比 3 月限（先限） 前日比 

9 月 24 日 \77,670 -990 \77,420 -930 

9 月 25 日 \77,380 -290 \77,510 90 

  11 月限（当限） 前日比 ４月限（先限） 前日比 

9 月 26 日 \77,870 -80 \75,580   

9 月 27 日 \78,410 540 \75,840 260 

最後に灯油です…最後に灯油です…最後に灯油です…最後に灯油です…    

先週号においては『まさかの FOMC 明けの相場は急反騰とはなったものの、後が続かない展開

では強気一辺倒では臨みづらい。相場観はかなりのトーンダウンで、中立に戻さざるを得ない。

休むも相場なり』とコメントした。 

今週の相場展開は、連休明けは急落したが、その後は戻して横ばい。ただし発会した 4 月限は

不需要期限月で大きく逆ザヤとなったため、チャートではチャートではチャートではチャートでは 74,99074,99074,99074,990 円までの下落円までの下落円までの下落円までの下落と、線形は悪化

した。 

ガソリンは春から夏が最大需要期。灯油は暖房用需要がメインなのだから、逆に冬場が最大需

要期。そんな中で先物市場というのは、半年先の売買をやっているわけで、季節が逆転している

わけだ。 

…中略…  

 

 なお一代の推移は、以下のとおり。 

東京灯油一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 10 月 \74,090 3 月 26 日 \80,300 9 月 9 日 \69,000 4 月 18 日 \\\\77,38077,38077,38077,380    

2013 年 11 月 \75,350 4 月 26 日 \80,600 9 月 9 日 \69,850 5 月 2 日 \78,410 

2013 年 12 月 \74,610 5 月 27 日 \81,200 9 月 9 日 \71,580 6 月 14 日 \78,800 

2014 年 1 月 \73,900 6 月 26 日 \81,300 9 月 9 日 \72,650 6 月 27 日 \78,730 

2014 年 2 月 \78,000 7 月 26 日 \81,270 9 月 9 日 \74,130 8 月 9 日 \78,690 

2014 年 3 月 \79,130 8 月 26 日 \81,010 9 月 9 日 \\\\76,46076,46076,46076,460    9999 月月月月 25252525 日日日日    \77,900 

2014 年 4 月 \\\\75,44075,44075,44075,440    9999 月月月月 26262626 日日日日    \\\\76,18076,18076,18076,180    9999 月月月月 27272727 日日日日    \\\\74,99074,99074,99074,990    9999 月月月月 26262626 日日日日    \75,840 

 

9/9/9/9/22227777 現在現在現在現在の業者間転売価格はの業者間転売価格はの業者間転売価格はの業者間転売価格は、、、、…中略…  

 

9/9/9/9/21212121 現在の現在の現在の現在の灯油在庫は、灯油在庫は、灯油在庫は、灯油在庫は、前週比 1.2 万 kl 増の 304.6304.6304.6304.6 万万万万 klklklkl。前年同期比では 11.8 万 kl 多い

水準であり、シーズン前には 350 万 kl 台には乗せると見られている。 

しかし今年の冬は寒いとの予測もあり、灯油の需要がどうなるかは皆目不明。元売りが在庫積

み増しをして予測が外れれば下落だし、在庫を積み増さずに本当に需要が多かったら逼迫するわ

けだし、という事である。 

そういう事を予測して張るのが、相場の醍醐味という事だ。 

   

結論として当方の相場観は、相場動向は冬場の天候次第だが、高い限月である 1 月.2 月限の

押し目買い、安い限月である 4 月限の戻り売りという戦略で臨みたい。 
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〔〔〔〔為替為替為替為替・株式・株式・株式・株式〕〕〕〕    

〇ドル/円相場日足 

…削除済み… 

チャートは三角持ち合いのピークに差し掛かって来ているが、通常のチャートの見方では持ち

合い後はまた円安へと向かうと読む。それが普通の見方だ。 

    

なお来週の主な予定は、…中略… などである。 

 

〇日経 225 日足 

…削除済み… 

 日経平均相場は、東京オリンピックの開催決定を受けて上昇。一目均衡表の雲の上に抜けてお

り、上昇トレンドが発生している。 

 しかし現状では 15,000 円台乗せに抵抗があり、警戒感もあるために伸び悩んでいる。外国人

買いが出るかどうかが焦点なのだろう。 

 

 

〇NY ダウ日足 

…削除済み… 

週末 9/27 の NY ダウは、前日比 70 ドル安と下落。当方は 15,000 ドル台は維持されると思っ

ており、ここからそんなに下がると思っていないが、市場は米財政問題を注視している。 

 

 

 このレポートは、私が個人的な判断で書いたものです。 

内容の責任はすべて私に帰するものですが、取引に対する利益を保証するものでは在りません。 

（当たり前ですが念のため） 

 

        ひげの中ちゃん相場情報 

                       中田幸一郎 

        メールアドレス info@higenaka.com 


